




























【要約】平成 8年度に引き続き本邦における不妊治療の実態調査及び不妊治療技術の適用

に関する研究を全国規模で行った。327 施設を対象にアンケート調査を行い、166 施設

(51.4%)より回答を得た。不妊患者総数は新患総数 31,415 人、受診者総数 117,071 人であ

り診療所は病院・医育機関に比し 3倍から 4倍の患者数であった。不妊患者の原因は男性

因子 25.9%、女性因子 65.3%、機能性不妊 21.5%であった。検査及び治療については男性

因子の検索は 80～90%の施設が積極的に検査・治療を行っており、女性因子の検索におい

ては卵管検査、各種ホルモン測定、LH-FH 負荷テストは各施設ともよく行われているが、

診療所において排卵障害や無月経の診断に必要な検査の施行率は約 60%であった。卵管因

子による不妊においては体外受精・胚移植(IVF-ET)が適応であるが、医育機関では卵管因

子に対して卵管機能回復を目的とした卵管形成術や腹腔鏡下手術がおのおの 78.1%、90.6%

の施設で行われていた。機能性不妊における検査としては医育機関において約 90%の施設

で腹腔鏡が行われ、治療として約 80%の施設において排卵誘発が行われていた。IVF-ET に

ついては107施設(平均65.2%)において施行されており、年間総施行数17,158件のうち47%

が診療所において行われていた。また病院・医育機関では 90%が入院にて施行されている

のに対し、診療所は約 70%が外来で施行されていた。その適応に関しては男性因子 33.8%、

卵管因子 37.3%、卵巣因子 10.3%、子宮内膜症 15.6%、機能性不妊 23.8%(重複あり)であり

各施設に差はみられなかった。IVF-ET 施行までの治療期間は 1～5 年であった。今回の集

計結果は日産婦報告の IVF-ET 施行数から勘案すると本邦の不妊治療の実態をほぼ反映し

ていると思われた。機能性不妊(患者数 132 人、総周期数 431 周期)の集計においては妊娠

率は 15.2%であり、その内訳は、 自然周期 6 人(30%)、クロミフェン投与 1 人(5%)、 自

然周期+AIH2 人(10%)クロミフェン投与+AIHI 人(5%)、ゴナドトロピン投与+AIH5 人(25%)、

IVF-ET5 人(25%)であった。


